
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

テーマ「立夏」
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２  子どもと一緒に覚えたい
　道草の名前

　道端の草花にも当然です
が名前があります。子どもと
の散歩がより楽しくなる一冊。

図 書 館

　菊池市キクロスカレッジとは、「地域の課題の解決
や活性化に向けて、地域の有意な人財が専門性を高
め、まちづくりリーダーとなるための学びの場」として、
昨年の6月に開校。初年度は23人が修了し、申請の
あった修了生は「生涯学習マイスター」として認証され、
学校や団体などの要請に応じて活動します。
　今年度は前年度の「防災」「デジタルコンテンツ」「ス
ポーツ」に加え、新たに「花と緑」「ワールドフレンズ」
を追加し、全5コースの学びの場を用意しています。
詳細は、各公民館に設置しているチラシやキクロスの
ホームページをご覧ください。

令和5年度「菊池市キクロスカレッジ」
受講生募集中!

公 民 館
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エイ出版社編集部／編

4  そらいっぱいの
　こいのぼり

3   かえってきたカエル

1  日本茶の教科書

　こいのぼりの由来とともに、
端午の節句の風景が美しく
描かれています。絵探しや
文字探しなども楽しめます。

令和4年度基礎講座のワークショップで学ぶ受講生

　保育園でアマガエルを飼
うことになったのに、園長先
生がうっかり逃がしてしまっ
てさあ大変！

　日本茶の基礎知識はもち
ろん、老舗専門店が教える
おいしいお茶の淹れ方など
を紹介。日本茶ファン必見
のムック本です。

無料 ※別途、教材費や活動費などの負担あり参加費
4月3日㈪～5月12日㈮募集期間

受講申請書を中央公民館に提出してください。受講
申請書は各公民館に設置のほか、キクロスのホーム
ページからもダウンロードできます。

募集方法

応募の動機がキクロスカレッジの趣旨に沿ったもので
あるか書類審査を行い、受講者を決定します。

その他

中央公民館 各コース10人定　員ところ

6月3日㈯～12月16日㈯
毎月第1・3㈯ 午前９時～午後0時15分

日　程

　絵本「どうぶつたちもこわかった」
の原画展を開催します。貴重な原
画をぜひ間近でご覧ください。

コーダ・ヨーコ原画展

５月３日㈬㈷～14日㈰
※休館日は除く
中央図書館（入場無料）ところ
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